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L-0･5738erg′C-3S芸 2( 志 k)p{i (cv2+CAZ)∫
-i (cv2-cA2,G)
(2)
Cv･CAはニュー トリノ･カレントと電子のベクトル･軸性ベクトルとの結合の強さを表わし
G関数はⅤ-A型とⅤ+A型の干渉を表わす為,相対論的な領域では無視できる｡ F関数の
温度 ･密度依存性は下図のようになる｡但し,Zl≧ 171の固相における福射率は弾性散乱と
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